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Ⅰ 当初予算編成の考え方 

 

わが国の経済の先行きについては、当面、弱さが残るものの、雇用・所得環境の

改善が続く中、各種政策の効果もあり、月例経済報告では緩やかな回復が続くこと

が期待されておりますが、海外経済の動向や金融資本市場の変動の影響に加え、消

費税率引上げ後の消費者マインドの動向に留意する必要があるとされているところ

であります。 

国 で は 、 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2019 ～ 「 令 和 」 新 時 代 ：

「Society5.0」への挑戦～において、第４次産業革命による高度な経済、便利で豊

かな生活が送れる社会の実現、人生 100 年時代の到来を見据え、誰もがいくつに

なっても活躍できる社会の構築の加速化や、経済再生と財政健全化の好循環による、

持続的かつ包括的な経済成長の実現と財政健全化の達成の両立を進めることとされ

ております。 

地方の取組としては、地方創生の推進等により、個性と活力ある地域経済を再生

し、次世代に負担を先送りしない持続可能な行財政基盤を確立するため、国・地方

で基調を合わせた歳出改革や効率化を、積極的に推進することとされております。 

また、本市では、現在、人口微増傾向にあるものの、少子高齢化や今後の人口減

少など、時代の変化による様々な課題に対応するためには、行財政改革による行財

政基盤の強化や「選択と集中」による持続可能な行財政運営が求められております。 

このため、平成３１年４月に策定した「財政構造の見直し指針」に基づき、歳

出・歳入あらゆる角度からの財政状況の分析・検証を行い、令和４年度までの「財

政構造の見直し期間」中に、収支均衡のとれた予算編成に向けた歳出・歳入構造改

革を段階的に進めていくこととしております。 

また、令和２年度は、骨格予算での予算編成となりますが、「自主・自立のまちづ

くりの市政運営」の基本姿勢を堅持し、「安全・安心対策」、「魅力づくりの創出」な

どを継続的に進め、全ての世代にわたり「住みよさ」と「満足度」を実感できるま

ちの創生につなげてまいります。 

                令和２年２月４日 

 

                       下松市長 國 井 益 雄 
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Ⅱ 当初予算の概要 

１ 当初予算の規模  

 一般会計の予算規模は、216億5,000万円、特別会計117億2,500万円、企業会

計53億960万8千円となり、一般会計は3.8％の減、特別会計は1.6％の増、企業会

計は3.0％の増となっております。  

 

              （単位：千円、％） 

令和2年度 令和元年度 対前年増減 前年比

21,650,000 22,500,000 ▲ 850,000 ▲ 3.8

11,725,000 11,541,000 184,000 1.6

国民健康保険特別会計 5,438,000 5,365,000 73,000 1.4

介護保険特別会計 5,206,000 5,173,000 33,000 0.6

後期高齢者医療特別会計 1,003,000 925,000 78,000 8.4

国民宿舎特別会計 78,000 78,000 0 0.0

33,375,000 34,041,000 ▲ 666,000 ▲ 2.0

5,309,608 5,153,625 155,983 3.0

水道事業会計 2,249,464 2,093,379 156,085 7.5

工業用水道事業会計 291,018 216,777 74,241 34.2

簡易水道事業会計 28,552 27,218 1,334 4.9

公共下水道事業会計 2,740,574 2,816,251 ▲ 75,677 ▲ 2.7

内
　
訳

一般会計

特別会計

合　　計

企業会計

内
　
訳

 

 

 

当初予算の推移（一般・特別会計） 

 

 

当初予算の推移（一般・特別会計） 
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２ 歳入の状況  

歳入では、市税収入は、令和元年度の予算対比で約１．6億円の増加を見込んでお

り、地方消費税交付金などの増加があるものの、そのほかについての伸びは鈍化して

おります。 

一般財源確保の厳しさは依然続くものと予想されますが、財政調整基金の取崩し等

で一般財源総額を確保しております。 

 なお、各種事務事業を効率的かつ効果的に実施するため、現時点で見込みうる財源

を予算計上しております。 

 

＜一般会計款別予算＞                    （単位：千円、％） 

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 増減率

9,503,900 43.9 9,340,300 41.5 163,600 1.8

152,200 0.7 148,900 0.7 3,300 2.2

10,000 0.0 10,000 0.0 0 0.0

23,000 0.1 23,000 0.1 0 0.0

5,000 0.0 5,000 0.0 0 0.0

75,500 0.3 　　　　　－ 0.0 75,500 皆増

1,120,000 5.2 1,000,000 4.4 120,000 12.0

4,000 0.0 4,000 0.0 0 0.0

　　　　　－ 0.0 22,000 0.1 ▲22,000 皆減

16,000 0.1 8,000 0.0 8,000 100.0

64,000 0.3 56,000 0.2 8,000 14.3

1,390,000 6.4 1,450,000 6.4 ▲ 60,000 ▲ 4.1

6,000 0.0 7,500 0.0 ▲ 1,500 ▲ 20.0

126,935 0.6 236,364 1.1 ▲ 109,429 ▲ 46.3

168,535 0.8 166,240 0.7 2,295 1.4

3,109,150 14.4 3,449,107 15.3 ▲ 339,957 ▲ 9.9

1,586,232 7.3 1,594,278 7.1 ▲ 8,046 ▲ 0.5

268,998 1.2 27,090 0.1 241,908 893.0

15,650 0.1 17,930 0.1 ▲ 2,280 ▲ 12.7

1,059,864 4.9 1,632,479 7.3 ▲ 572,615 ▲ 35.1

450,000 2.1 800,000 3.6 ▲ 350,000 ▲ 43.8

310,621 1.4 311,304 1.4 ▲ 683 ▲ 0.2

299,243 1.4 521,175 2.3 ▲ 221,932 ▲ 42.6

973,436 4.5 833,412 3.7 140,024 16.8

1,971,600 9.1 2,468,400 11.0 ▲ 496,800 ▲ 20.1

通常債 1,271,600 5.9 1,918,400 8.5 ▲ 646,800 ▲ 33.7

臨時財政対策債 700,000 3.2 550,000 2.4 150,000 27.3

21,650,000 100.0 22,500,000 100.0 ▲ 850,000 ▲ 3.8

▲ 136,497

依存財源 9,532,682 10,246,185 ▲ 713,503

自主財源比率（％） 56.0 54.5 1.5

市 債

合 計

自主財源 12,117,318 12,253,815

繰 入 金

財政調整基金

減債基金

その他特定目的基金

諸 収 入

分 担 金 ・ 負 担 金

使 用 料 ・ 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

環 境 性 能 割 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金

法 人 事 業 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

区　　分
令和2年度 令和元年度 比較

市 税

 

※構成比は、表示単位未満を四捨五入しているため、内訳と合わない場合があります。 
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３ 歳出の状況  

歳出では、普通建設事業費は大幅に減少していますが、会計年度任用職員制度の導

入に伴う人件費や、扶助費などの義務的経費が増大しております。 

公共施設の維持管理、改修や建替えなど、行政需要は年々拡大傾向にあり、今後更

なる財政負担が予測されます。引き続き「財政構造の見直し指針」に基づき、構造的

な財源不足の縮減、解消に向けて取り組む必要があります。 

 

・人件費は、職員数や退職者の増及び人勧に伴う給料・職員手当の増、会計年度任

用職員の増等により増額（3.8億円）となっております。 

・扶助費は、子育て関連経費の増等により増額（3.1億円）となっております。 

・物件費は、会計年度任用職員制度の導入に伴う減等により減額（0.9億円）とな

っております。 

・補助費等は、周南地区衛生施設組合の負担金や放課後児童クラブ運営費の増等に

より、増額（2.9億円）となっております。 

・投資的経費は、地域交流センター施設改修事業、都市計画道路大海線道路新設事

業、旗岡住宅建設事業、下松小学校建設事業（第2期工事）などがありますが、

大型プロジェクトの減少に伴い減額（18.1億円）となっております。 

 

 

＜一般会計性質別予算＞                   （単位：千円、％） 

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 伸率
3,605,536 16.7 3,221,158 14.3 384,378 11.9

う ち 退 職 手 当 255,909 1.2 131,438 0.6 124,471 94.7

1,815,750 8.4 1,814,540 8.1 1,210 0.1

5,464,696 25.2 5,154,242 22.9 310,454 6.0

10,885,982 50.3 10,189,940 45.3 696,042 6.8

3,550,763 16.4 3,643,018 16.2 ▲ 92,255 ▲ 2.5

142,672 0.7 138,723 0.6 3,949 2.8

2,119,774 9.8 1,831,714 8.1 288,060 15.7

59,010 0.3 55,304 0.2 3,706 6.7

0 0.0 0 0.0 0 0.0

318,300 1.5 318,400 1.4 ▲ 100 ▲ 0.0

2,050,669 9.5 2,001,531 8.9 49,138 2.5

2,402,105 11.1 4,208,956 18.7 ▲ 1,806,851 ▲ 42.9

補 助 事 業 605,830 2.8 1,996,355 8.9 ▲ 1,390,525 ▲ 69.7

単 独 事 業 1,677,179 7.7 2,074,144 9.2 ▲ 396,965 ▲ 19.1

県 事 業 負 担 金 119,096 0.6 138,457 0.6 ▲ 19,361 ▲ 14.0

29,000 0.1 30,000 0.1 ▲ 1,000 ▲ 3.3

91,725 0.4 82,414 0.4 9,311 11.3

21,650,000 100.0 22,500,000 100.0 ▲ 850,000 ▲ 3.8合 計

補 助 費 等

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

繰 出 金

普 通 建 設 事 業 経 費

災 害 復 旧 事 業 経 費

公 債 費

扶 助 費

義務的経費　計

予 備 費

物 件 費

維 持 補 修 費

区　　分
令和2年度 令和元年度 比較

人 件 費

 
※構成比は、表示単位未満を四捨五入しているため、内訳と合わない場合があります。 
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《一般会計歳入予算の財源別構成》 

 
 

 

 

《一般会計歳出予算の性質別構成》 

 

 

 

歳入総額 

21,650,000 千円 

依存財源 
9,532,682 千円 

44.0% 

歳出総額 

21,650,000 千円 

 

義務的経費 

10,885,982 千円 
50.3% 

 

自主財源 
12,117,318 千円 

56.0% 
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Ⅲ 新年度主要施策の概要 ★は新規事業（昨年度補正予算以降の事業を含む） 
 

１ 【健康福祉】元気あふれる「まち」と人に優しい「さと」づくり 

 

◎健康づくり・食育推進事業【健康増進課】           5,556 千円 

 ・市民が生涯にわたり健やかな生活を送

ることができるよう、健康づくりを推

進するとともに、健康ウオーキング大

会などの開催を通じて、健康に対する

意識の高揚を図ります。 

・地域の多様な保健・医療関係団体に加

え、新たに開校する歯科衛生士養成専

門学校とも連携を図り、市民の健康づ

くりにつながる保健事業の充実に努めます。 

・「自殺対策計画」に基づき、誰も自殺に追い込まれることのない社会の実

現を目指し、自殺対策推進事業の充実を図ります。 

 

◎感染症予防事業【健康増進課】              263,309 千円 

・乳幼児の感染症予防対策として、★新たにロタウイルスワクチン予防接種

を公費負担で実施します。             （10,230 千円） 

 

◎母子保健対策事業【健康増進課】              98,153 千円 

 ・妊娠の希望を実現するための取組として、所得制限を撤廃した本市独自の

不妊治療費の助成を行います。            （5,000 千円） 

  

◎国民健康保険事業【保険年金課】            5,438,000 千円 

・国民健康保険は、被保険者の負担を軽減するため、国民健康保険基金を活

用し、保険税率を引き下げるとともに、医療費の適正化や収納率の向上を

図り、健全で安定的な事業運営に努めます。 

・保健事業は、特定健康診査の自己負担金の無料化を全対象者に拡大し、特

定健康診査・特定保健指導の受診率・利用率の向上を図り、生活習慣病の

発症予防、進行防止を推進するとともに、被保険者の健康寿命の延伸に努

めます。 

 

◎福祉避難所の設置・運営事業【長寿社会課】           50 千円 

 ・社会福祉施設を運営する法人と連携し、福祉避難所設置・運営の訓練を実

施するなど、要配慮者が安心して避難生活を送るための体制整備を図りま

す。 

 

 

＜健康ウオーキング大会＞ 
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◎避難行動要支援者避難支援事業【長寿社会課】         1,781 千円  

・災害時に避難行動要支援者が円滑に避難することができるよう、自主防災

組織など地域の支援者との間で必要な情報の共有を図ります。 

 

◎地域交流センター施設改修事業【長寿社会課】       152,000 千円  

 ・老朽化した地域交流センターの空調設備、屋上・屋根等の施設改修を行います。 

 

★第四次ふくしプランくだまつ策定業務【長寿社会課】      689 千円 

 ・「第四次ふくしプランくだまつ」を策定し、令和３年度からの地域福祉を

計画的、総合的に推進します。 

 

◎介護保険事業【長寿社会課】              5,206,000 千円 

・いきいき百歳体操の体験会を開催し、自主活動の普及拡大を図ります。 

★介護予防に効果のある住民主体のサロン活動を支援するため、活動費の助

成を始めます。 

・地域における生活支援体制を整備するため、各地区の協議体において定期

的な情報共有・連携強化を図り、地域に助け合い、支え合いを広げるため

の基盤づくりを進めます。 

・介護人材を確保し、介護サービスの安定的な提供を図るため、介護事業所

の経営者、管理者向けのセミナー及び求職者向けの相談会を開催します。 

・介護保険料について、低所得者向けの負担軽減を拡充します。 

★人生の終末期に、自分らしいケアや生活が確保できるよう「私と家族の安

心ノート」に関する講座を開催するなど、終活支援を推進します。 

・「第七次くだまつ高齢者プラン」を策定し、令和３年度からの高齢者福祉・

介護保険を計画的、総合的に推進します。 

 

◎敬老祝金支給事業【長寿社会課】             45,500 千円 

 ・高齢者の長寿を祝福するため、敬老祝金を支給します。 

 

◎障害者自立支援事業【福祉支援課】           1,013,297 千円           

・障害者が安心していきいきと暮らすことができるよう、障害福祉サービス

等の支援体制の充実や就労支援と雇用の促進、障害者スポーツや文化芸術

活動の推進を図ります。 

・地域共生社会の実現に向け、障害や障害者に対する理解の促進や障害者に

対する権利擁護の取組を進めるとともに、バリアフリーへの幅広い理解を

促進します。 

 

◎生活困窮者自立支援事業【福祉支援課】           4,467 千円 

・生活困窮者自立支援法の規定に基づき、自立相談支援事業及び家計相談支

援事業を推進します。 
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◎子育て支援事業【子育て支援課】            1,267,520 千円 

・「第２期子ども・子育て支援事業計画」に基づき、子育て支援の充実を図り

ます。 

・家庭児童相談業務については、子ども家庭総合支援拠点として、関係部署

との連携強化を図ります。 

・子どもの医療費助成制度については、小学校６年生までの全ての子どもを

対象に無料とし、子育て家庭の経済的負担の軽減を図ります。 

 

◎保育・幼児教育支援事業【子育て支援課】        2,698,755 千円 

・増加する保育ニーズへの対応として、新規開設の民間保育園２園及び認定

こども園１園を支援するとともに、待機児童対策に取り組みます。 

・幼児教育・保育の無償化により、子育て世代の経済的負担が軽減されます

が、無償化の対象とならない３歳未満児に対しても、本市独自の同時入所

第２子以降保育料無料化事業を継続し、幅広い子育て支援を実現します。 

・学童保育については、花岡児童の家２、３、４、５を新規開設するととも

に、下松小学校及び中村小学校区の児童の家を増設し、民間活力を導入し

た業務委託方式により、受入枠拡大と運営の安定化を図ります。 

・施設型給付事業により、幼稚園運営を支援するとともに、認定こども園へ

の移行を推進します。 

  

２ 【生活環境】安全安心な「まち」と環境に優しい「さと」づくり 

 

◎環境保全推進事業【環境推進課】              5,915 千円  

・大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭調査を行い、継続的な環境監視に

努めます。 

・地球温暖化対策地域協議会と連携し、水辺の教室等を通じて、環境問題や

環境保全に対する意識の高揚を図ります。 

・大規模な廃棄物の不法投棄防止のため、定期的に環境パトロールを実施し、

早期発見・早期対応に努めます。 

 

◎狂犬病予防事業【環境推進課】                608 千円 

 ・野犬減少に向けて、 終 生
しゅうせい

飼養
し よ う

を周知啓発するとともに、県との連携を強化

し、捕獲に努めます。 

 

◎墓園管理事業【環境推進課】                7,273 千円  

・墓地区画の適正管理のため、現地調査・台帳整理を行い、放置区画の返還

を促進します。 

・樹木の剪定等を行い、市営墓地の環境整備を図ります。 
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◎塵芥対策事業【環境推進課】               960,763 千円  

・家庭ごみ収集運搬業務は、民間事業者に委託し、継続的かつ安定的な家庭

ごみの適正処理を推進します。           （249,310 千円）  

★英語版分別アプリを製作し、外国人のごみ出しを支援します。 

・出前講座、親子リサイクル教室を活用し、 ３ Ｒ
スリーアール

によるごみの減量化・資

源化の意識啓発を促進します。 

 

◎公共下水道整備事業【下水道課】            2,740,574 千円 

・「公共下水道事業経営戦略」に基づき、普及率の向上を図るとともに、市

民生活に支障のないよう適切な維持管理に努めます。 

・汚水処理は、高橋地区、広石地区等の面整備を行い、人口普及率は８９.０

パーセントとなる見込みです。 

・老朽化対策は、処理場・ポンプ場及び管路施設の「ストックマネジメント

計画」に基づき、効率的・永続的な改築更新を進め、維持管理の強化を図

ります。 

 

◎し尿収集運搬事業【環境推進課】             45,979 千円 

 ・「下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業等の合理化に関する特別措置

法」の規定に基づき、適正なし尿処理体制を維持します。 

 

◎消防防災対策事業【消防本部】              632,992 千円 

★聴覚・言語機能障害者が円滑に緊急通報を行うため「ＮＥＴ１１９
ネ ッ ト い ち い ち き ゅ う

緊急通

報システム」を導入し、災害時等における情報伝達手段の充実に努めます。 

・近年多発する自然災害等に対応するため、常備・非常備消防の人員、資機

材等を含めた活動体制の総点検を実施するとともに、教育訓練の充実を図

り、消防力の強化に努めます。 

 

◎防災対策事業【総務課・住宅建築課】           37,720 千円 

（総務課 32,807 千円）、（住宅建築課 4,913 千円） 

・防災の基本である自助及び共助を推進するため、防災訓練、出前講座を実

施するとともに、★防災士派遣業務等を活用して自主防災組織の結成及び

活動を支援します。 

★国土強靭化に関する施策を計画的に推進する「国土強靭化地域計画」を策

定するとともに、国、県の上位計画改定や災害対策基本法等の改正に合わ

せた「地域防災計画」の改定を行います。 

・地震による被害を最小限に抑えるため、木造住宅の耐震診断・改修を支援

し、耐震化の促進を図ります。 
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◎河川改修事業【土木課】                 50,400 千円 

・河川事業は、宮本川、高橋川等の準用河川及び旧普通河川の改修工事、水

無川の大規模 浚 渫
しゅんせつ

工事を実施します。 

・県事業は、切戸川、坂本川及び玉鶴川の河川改修が実施されます。 

 

◎土砂災害対策事業（県事業負担金）【土木課】         5,000 千円 

・土砂災害対策事業は、時宗地区、末武上地区の急傾斜地崩壊対策、奥迫地

区、東豊井地区の砂防ダム建設等が実施されます。 

 

◎浸水対策事業【土木課・下水道課】           708,200 千円 

（土木課 10,000 千円）  

（下水道課 698,200 千円）（再掲）  

・浸水対策事業は、大谷川堰堤
えんてい

設置工事、公共下水道事業での竹屋川４号幹

線工事、竹屋川ポンプ場増設工事を実施するほか、庁内連携のもと恋ケ浜

地区、豊井地区及び末武平野の内水氾濫の早期軽減に努めます。 

 

◎防犯・交通安全対策事業【生活安全課】          12,885 千円 

・地域防犯ボランティアの加入促進と育成に努めるとともに、★新たに市内

事業者から防犯パトロール活動への協力を得ることにより、安全安心な地

域社会づくりを推進します。 

・夜間の交通災害・犯罪被害を未然に防止するため、ＬＥＤ防犯灯の設置助

成を行います。 

・交通安全対策は、様々な機会を活用し、交通安全教育及び啓発活動に取り

組みます。 

 

◎交通安全施設整備事業【土木課】              25,000 千円 

・交通安全施設の整備は、カーブミラー等の計画的な建替改修を実施すると

ともに、通学路の危険箇所の適切な対策を行います。 

 

◎消費生活相談業務【生活安全課】               8,017 千円 

・市民の相談窓口として、これからも消費生活センターの機能強化に努め、

消費者相談業務をさらに充実させるとともに、成人年齢引下げによる消費

者被害を防止するため、若年層への啓発活動に取り組みます。 

・「うそ電話詐欺」の拡大・被害防止のため、関係機関と連携した啓発活動

に努めます。 
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３ 【都市建設】便利で快適な「まち」とみどり豊かな「さと」づくり 

 

◎都市計画マスタープラン策定業務【都市整備課】       5,496 千円 

・策定から１０年を迎える計画の中間見直しを行い、新たな「都市計画マス

タープラン」を策定します。 

 

◎地籍調査事業【地籍調査課】                32,523 千円 

・地籍調査は、河内（字岡ノ原）周辺地区の地籍図や地籍簿を作成するとと

もに、河内（字久保市）周辺地区の地元説明会、調査測量等を実施します。 

 

◎市街地整備事業【都市整備課】              196,357 千円 

・豊井地区は、地元との合意形成を図りながら「豊井地区まちづくり整備計

画」を策定し、区画整理に代わる市街地整備の事業化に向け、都市計画決

定の変更・廃止手続を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・昨年換地処分を行った中部土地区画整理事業は、清算金の徴収・交付を行

います。 

 

◎道路橋りょう整備事業【土木課】             321,285 千円 

・県道は、徳山下松線の荒神大橋及び切戸大橋の架け替え、獺
うそ

越
ごえ

下松線、笠

戸島線の拡幅が実施されます。 

・都市計画道路国道山手線（下松新南陽線）は、拡幅事業が進められます。 

・市道は、平田昭和通り排水路改良工事、中央線歩道改良工事、中心市街地

の舗装改良工事及び花岡八幡通り交差点改良設計を実施します。 

 

 

＜豊井地区＞ 
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・橋りょう等は、「橋梁長寿命化修繕計画」

に基づき、大手線桜大橋の補修工事を実施

します。 

・住民・学校等からの要望が多い★通学路

等の防草対策を強化するとともに、道路パ

トロールやボランティアへの材料支給など

を実施し、道路の維持管理に努めます。 

 

 

◎都市計画道路大海線道路新設事業【都市整備課】      135,751 千円 

・都市計画道路大海線は、平田昭和通りと県道下松鹿野線の区間の用地取得、

建物補償を行い、道路築造工事を進めます。 

 

◎公共交通対策事業【企画財政課】              65,480 千円 

・「地域公共交通網形成計画」に基づき、米川地区での有償旅客運送（コミ

ュニティバス運行）を行うとともに、笠戸島地区等における、持続可能な

公共交通のあり方を調査・研究します。 

★利用者の利便性向上を図るため、民間事業者が行う交通系ＩＣカードの導

入を支援します。 

・岩徳線利用促進委員会に参画し、ＪＲ岩徳線の利用促進に向けた取組を進

めます。 

 

◎港湾事業【土木課】                     73,366 千円 

・港湾事業は、「徳山下松港港湾計画」に基づき、「国際バルク戦略港湾」を

はじめとする整備が進められます。 

・港湾施設は、本浦地区の防波堤新設事業が実施されます。 

 

◎水道整備事業【水道課】                2,249,464 千円 

 ・安全安心な水道水を安定して供給するため、水道施設の更新と効率化を進

めるとともに適切な維持管理に努めます。 

・水圧・水量の改善のため、光ケ丘地区、大河内地区、山田地区及び上広石

地区等に配水管を布設するとともに、花岡配水区統合整備事業に着手しま

す。 

・老朽管対策は、生野屋山手線配水管、西市沖配水管及び香力大通り配水管

等の更新を行います。 

・耐震化対策は、御屋敷山浄水場第一配水池の耐震補強工事を実施するとと

もに、東幹線水路の改修事業に着手します。 

 

 

 

＜桜大橋＞ 
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◎緑地保全・都市緑化事業【都市整備課】          119,280 千円 

・花いっぱいのまちづくりを推進するため、

市民花壇に花
はな

苗
なえ

の配布を行います。 

・下松スポーツ公園・米泉湖・玉鶴緑地に菜

の花、ポピー、コスモス等を育成し、笠戸

島にカワヅザクラを植樹します。 

・市道中央線の街路樹リフレッシュ事業とし

て、街路樹の植替えを行います。 

・公園・緑地・街路樹の適切な維持管理に 

努めます。 

 

◎公園等整備事業【都市整備課】              59,000 千円 

・広域避難場所の下松公園に多目的トイレ・防災東屋・ソーラー照明灯を設

置します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・公園が身近な憩いの場となるよう、本浦公園等に健康遊具を設置します。  

・遊具や建物等施設の健全度調査を実施し、中長期的な視点で施設のストッ

クマネジメントを行うための「公園施設長寿命化計画」を策定します。 

 

◎旗岡住宅建設事業【住宅建築課】              496,400 千円 

・「市営住宅長寿命化計画」に基づき、旗岡住宅Ａ号棟建設工事を行います。                    

（470,000 千円） 

 

                   

 

 

 

★「旗岡市営住宅建替基本計画」に基づき、

旗岡住宅Ｂ号棟の実施設計に着手します。                         

（26,400 千円）  

 

◎市営住宅施設整備事業【住宅建築課】               76,000 千円 

・既存住宅の長寿命化を図るため、改修計画による維持補修工事を実施します。 

旗岡住宅建設事業
Ｒ1 200,000 千円
Ｒ2 470,000 千円
計 670,000 千円 （継続費）  

＜下松スポーツ公園＞ 

＜旗岡住宅 A 号棟イメージ図＞  

＜防災東屋・ソーラー照明灯＞ ＜防災東屋＞ 
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◎空家等対策事業【住宅建築課】                143 千円 

 ・安全安心な暮らしを守るため、「空家等対策計画」に基づき、計画的に空

家対策に取り組みます。 

 

４ 【産業経済】活力のある「まち」と恵み豊かな「さと」づくり 

 

◎農業振興・土地改良事業【農林水産課】          248,332 千円 

・担い手の確保・育成や地域農業の維持・活性化に向け、地域での話し合い

を関係機関と協力し、行います。 

・新規就農者の施設整備や園芸農家の活動を助成することで、地場産農産物

の生産量を確保し、学校給食での利用促進など地産地消を推進します。 

・特産物の生産や環境保全活動に取り組む活動組織へ支援を行います。 

・ため池は、農村地域防災減災事業を活用した大蔵
おお ぞう

東
ひがし

ため池の改修工事をは

じめ、適切な維持・管理に努めます。 

・農業施設整備は、★老朽化した農道橋の架け替えに着手するとともに★県

事業として温見ダム共通水路等の長寿命化対策事業が開始されます。 

・有害鳥獣の被害防止対策は、防除柵の設置や鳥獣被害対策実施隊の活動を

支援します。 

 

◎林業振興事業【農林水産課】                25,261 千円 

・市有林は、「森林経営計画」に基づき、作業路開設や間伐を実施します。 

・民有林は、森林施業の地域活動を支援するとともに、★適切な経営や管理

を図るため、新たな森林管理制度の実施に取り組みます。 

★猟友会員の担い手育成の助成を拡充します。 

 

◎水産業振興事業【農林水産課】               196,354 千円  

・水産資源確保のため、たこつぼ投入、種苗放流を実施するとともに、内海
な い か い

地区水産環境整備事業や海洋ゴミの回収処理等、藻場の回復や漁場環境の

改善に努めます。 

・県や漁業協同組合と連携し、新規漁業就業者の確保・育成に努めます。 

・栽培漁業センターは、種苗生産事業における生産数拡大や安定供給を図る

とともに、新たな観光交流の拠点として、魚食普及などを推進します。 

 

◎産業・商工業振興事業【産業観光課】           382,683 千円 

・産業活性化・企業誘致推進協議会の活動促進や山口県地域再生計画に基づく企業

誘致活動に取り組みます。 

★「ものづくりのまち下松」を広く発信するとともに、さらなる産業の発展につな

げることを目的に、ものづくり産業の現状と将来を考えるシンポジウムを開催し

ます。 
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・工場等誘致奨励制度に基づき、製造業や道路貨物運送業の工場等の設置者に対す

る奨励措置及び事業拡大や新規雇用に対する支援を実施します。 

・中小企業活性化のため、周南地域地場産業振興センターの研究開発事業を支援し

ます。 

 

◎勤労者福祉対策事業【産業観光課】               52,344 千円 

・勤労者総合福祉センターは、★改修工事の設計に着手するとともに、利用

促進や中小企業の勤労者諸団体へ助成し、勤労者の健康・福祉・勤労意欲

の向上に努めます。 

・シルバー人材センターに助成し、高齢者の就業・交流機会の確保・生きが

い対策の充実に努めます。 

・勤労者及び離職者の生活の安定を図るため、県と協調し、労働福祉金融制

度の実施に取り組みます。 

 

◎観光推進事業【産業観光課】                96,016 千円 

・「下松へ人々を引き付ける魅力あるまちづくり」を推進するため、「観光振

興ビジョン」に基づき、笠戸島家族旅行村整備計画の策定、インバウンド

の推進、特産品ブランドブックの作成等、観光コンテンツの充実や情報発

信の強化に努めます。 

・笠戸島の観光環境整備として、ハイキングコースの看板設置や観光案内機

能の充実を図ります。 

・観光・産業振興推進の「核」となる組織の構築を推進するにあたり、観光

施策を行政主導型から民間主導型へシフトするため、★観光協会の事務局

運営にかかる経費及び事業費を下松商工会議所に助成するとともに、観光

関係団体と連携し、情報発信の強化や観光ＰＲ活動の促進に努めます。 

 

５ 【教育文化】育ち育てる「まち」と誇りのある「さと」づくり 

 

◎下松小学校建設事業【教育総務課】             401,373 千円  

・学校施設の耐震化として、下松小学校の普通教室棟、通級指導教室棟の

改築に着手します。 

          

                              

 

 

 

 

 

 

＜下松小学校イメージ図＞  

下松小学校建設事業（第2期工事）
Ｈ30 450,000 千円
R1 600,000 千円
R2 400,000 千円
R3 100,000 千円
計 1,550,000 千円 （継続費）  
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◎小学校特別工事・調査設計【教育総務課】         27,500 千円 

 ・豊井小学校及び東陽小学校トイレ洋式化実施設計、花岡小学校ブロック

塀改修、花岡小学校屋内運動場スロープ設置工事、東陽小学校屋内運動

場床改修を行います。 

 ・東陽小学校の昇降口天井改修を行います。 （Ｒ1.6 号補正 12,100 千円） 

 

◎中学校特別工事【教育総務課】              20,500 千円 

・学校屋内運動場の照明ＬＥＤ化を計画的に進めることとし、下松中学校屋

内運動場を改修します。 

・下松中学校の昇降口天井改修、久保中学校屋内運動場トイレ洋式化工事を

行います。              （Ｒ1.6 号補正 46,300 千円） 

 

◎米川小学校休校関連事業【教育総務課】          10,070 千円 

・米川小学校の休校に伴い、米川地区と花岡小学校間でスクールバスを運行

します。 

 

◎コミュニティ・スクール推進事業【学校教育課】       7,882 千円 

・次代を担う児童生徒が確かな学力や豊かな心を身につけ、健やかな体で夢

や希望をもって未来を切り拓いていけるよう、コミュニティ・スクールの

取組を充実させ、社会総がかりで児童生徒の学びや育ちを支援する教育環

境づくりに努めます。 

 

◎教員補助員配置事業【学校教育課】            30,560 千円  

・障害のある児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育が展開される

よう、教員補助員を配置し充実を図ります。 

 

◎学校業務支援員配置事業【学校教育課】           4,209 千円 

 ・学校業務支援員を中学校に加えて大規模小学校３校にも配置します。 

 

★部活動指導員配置事業【学校教育課】              332 千円 

 ・部活動指導員を中学校１校に配置します。                    

 

◎小学校・中学校給食センター管理運営業務【学校給食課】  510,911 千円 

・学校給食は、学校と給食センターで連携して安全で安心な給食の提供に努

めるとともに、確実な運営を図ります。 
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◎学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業【生涯学習振興課】         

1,507 千円 

・社会教育活動の拠点である公民館において、放課後子ども教室や家庭教育

学級、世代間交流事業を進め、青少年を取り巻く良好な環境づくりに地域

ぐるみで取り組みます。 

・末武公民館で開設している「地域未来塾」は、対象者を全中学校に拡大し、

地域との協働により、中学生の学習習慣の確立及び基礎学力の定着を支援

します。 

 

◎「デジタルアーカイブ」グレードアップ事業【図書館】     806 千円 

 ・郷土資料デジタルアーカイブの利用促進により、市民に親しまれる情報拠

点を目指します。 

 

★歴史資料作成業務【図書館】                1,000 千円 

・「古地図
こ ち ず

でまち歩きリーフレット」を作成し、地域の歴史と魅力を発信し

ます。 

 

◎花岡公民館建設事業【生涯学習振興課】            33,700 千円 

・「公民館施設整備計画」に基づき、花岡公民館講堂の実施設計を行います。 

 

◎笠戸公民館建設事業【生涯学習振興課】           7,500 千円 

 ・旧笠戸公民館、渡り廊下の解体等を行います。 

 

★社会教育施設長寿命化事業【生涯学習振興課】        7,000 千円 

・公民館、ほしらんどくだまつ、スターピアくだまつ等の社会教育施設の効

果的な改修、長寿命化を図るため「社会教育施設長寿命化計画」を策定し

ます。 

 

◎地域活性化推進事業【生涯学習振興課】           1,800 千円  

・「スポーツ推進計画」に基づき、わがまちスポーツを中心とした競技スポ

ーツやレクリエーションスポーツ等を推進するとともに、運動を通じた体

力向上や健康づくりに取り組み、交流人口の拡大などによる地域の活性化

を図ります。 

 

◎キャンプ地誘致事業【生涯学習振興課】           2,000 千円 

・「東京 2 0 2 0
にーぜろにーぜろ

オリンピック」の感動を多くの市民と共有するため、ベトナ

ム女子バドミントン選手のキャンプ受入れを実施します。 
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◎体育施設整備事業【生涯学習振興課】            40,000 千円 

・スポーツ公園体育館や市民体育館の改修工事により長寿命化を進め、利用

促進を図ります。 

 

◎心豊かな人づくり事業【生涯学習振興課】          2,868 千円 

・「笑顔の写真コンテスト」や「童謡フェス    

タ」などを開催し、笑顔があふれる心豊か

な人づくり事業の推進に努めます。 

・「くだまつ親子の日フェスタ」を開催し、

様々な分野や世代を対象とした企画事業を

展開します。 

 

 

 

６ 【地域経営】健全経営の「まち」とみんなで創る「さと」づくり 

 

◎自治体クラウド事業【情報統計課】             74,864 千円 

・クラウド方式による情報システムの共同利用化により、運用経費の削減を

図ります。 

 

◎ＳＮＳ活用事業【秘書広報課】                144 千円 

 ・「くだまる公式ツイッター」やフェイスブック「 下松市長のくだまつ日

記」等のＳＮＳの有効活用により、まちの魅力や市政情報の発信を強化し

ます。 

 

◎市民活動支援事業【秘書広報課】              12,273 千円 

・自治会活動や地区集会所建設等への助成を行い、地域に根差した活動を支

援します。 

・東陽コミュニティーセンターのトイレ洋式化を行います。 

 

◎人権推進事業【人権推進課】                6,004 千円 

・一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会の実現に向け、関係諸団

体と連携を図り、人権啓発、人権教育及び人権相談を行います。 

・「第５次男女共同参画プラン」及び「女性活躍推進計画」に基づき、男女 

が互いにその人権を尊重し、それぞれの個性と能力を発揮できる社会の実

現を目指します。 

・配偶者等からの暴力の防止、被害者の支援に努めます。 

★関係団体等で構成する協議会を設置し、女性活躍支援に取り組みます。 

 

＜くだまつ親子の日フェスタ＞  
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◎総合計画策定業務【企画財政課】              8,014 千円 

・これまでの総合計画を検証・評価し、新たな「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」を踏まえ、１０年後のまちづくりを見据えた「総合計画」を策定

します。 

 

◎ホストタウン交流事業【企画財政課】             500 千円 

・ホストタウン事業を推進し、オリンピック候補選手やベトナム人留学生と

市民との交流を深めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎キャラクター活用事業【企画財政課】             800 千円             

 ・公式マスコットキャラクター「くだまる」を活用した効果的なシティプロ

モーションを展開し、本市の知名度向上や活性化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★移住支援事業【企画財政課】                4,600 千円 

 ・移住就業希望者に対して支援金を給付し、ＵＪＩターンを促進します。 

 

★プロジェクト型課題解決研究事業【企画財政課】        200 千円 

 ・地域の高等教育機関との連携により、地域の課題解決に向けた取組を通し

て、地方創生の推進を図ります。 

 

★大学等開設支援事業【企画財政課】            40,000 千円 

 ・地域活性化や学びの場の創出を目的とした学校法人に対して大学等開設補

助金を交付します。 
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Ⅳ 各種指標 

基金残高 （単位：千円）

平成30年度末 令和元年度末見込 令和2年度末見込 R2-R元増減

財政調整基金 1,923,748 1,415,628 967,752 ▲ 447,876

減債基金 799,089 758,552 489,069 ▲ 269,483

その他特定目的基金 1,277,551 1,397,751 1,114,256 ▲ 283,495

計 4,000,388 3,571,931 2,571,077 ▲ 1,000,854  
※定額運用基金（県収入証紙購入基金、奨学金貸付基金）、国民健康保険基金、介護給付費準備基金は

含めていない。 

※減債基金は、市場公募地方債の満期一括償還に係る積立額（H30年度末80,000千円、R元年度末

120,000千円、R2年度末160,000千円）を含む。 

 
 ・財政調整基金は、450,000千円を取り崩す。（令和元年度当初は800,000千円） 

 ・その他特定目的基金は、まちづくり推進基金299,243千円を取り崩し、各種事業等に充当した。 

   

地方債残高 （単位：千円）

平成30年度末 令和元年度末見込 令和2年度末見込 R2-R元増減

一般会計 21,049,165 22,099,672 22,378,281 278,609

国民宿舎特別会計 1,875,254 1,808,886 1,742,333 ▲ 66,553

企業会計（水道） 3,056,628 3,032,980 2,953,967 ▲ 79,013

企業会計（簡水） 134,303 125,668 116,952 ▲ 8,716

企業会計（下水） 5,908,293 6,155,397 6,369,885 214,488

計 32,023,643 33,222,603 33,561,418 338,815
 

※令和元年度は同意額ベース（繰越分含む）。介護保険事業は含めない。 

※国民宿舎特別会計は、市場公募地方債の額を含まない。 

指標の推移 （単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

8,637,269 8,514,658 8,659,084 8,710,533

7,670,576 7,505,401 7,846,791 7,695,961

959,588 1,002,123 812,293 1,009,938

0.881 0.884 0.892 0.890

0.888 0.881 0.906 0.884

11,511,432 11,502,635 11,583,179 11,623,681

99.2 102.4 101.7 104.2 105.1

93.9 89.9 96.8

実質赤字比率 - - -

連結実質赤字比率 - - -

(単年1.0) (単年2.1) 単年3.4

0.5 1.2 2.1

将来負担比率 7.0 13.7 24.6

56,842 57,199 57,194

59.9 59.7 59.2

基準財政需要額

基準財政収入額

普通交付税決定額

財政力指数（３ヶ年）

財政力指数（単年度）

3.3 4.0

住民基本台帳人口（年度末）

自主財源比率

標準財政規模

経常収支比率（予算）

経常収支比率（決算）

健
全
化

判
断
比
率

実質公債費比率

 
※網掛け部分の指標は、今現在の見込で記載。（本来は決算に基づく指標） 
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大型事業・拡大事業の内訳等  

                               （単位：千円） 

＜主な投資的事業＞項 目 予算額 

地域交流センター施設改修                   152,000 

都市計画道路大海線道路新設 135,751 

旗岡住宅建設 496,400 

下松小学校建設（第 2 期工事） 401,373 

 

 

主な新規事業の内訳等31件（うちハード事業6件、ソフト事業２５件） 

◎…「安全・安心対策」 

 ♥…「魅力づくりの創出」     

             （単位：千円） 

＜主な新規事業＞ 項 目 予算額 

ハ
ー
ド
事
業 

東陽コミュニティーセンター施設改修  1,000 

勤労者総合福祉センター施設改修 ◎ 10,000 

農道橋架替 ◎ 2,100 

温見ダム共通水路長寿命化対策 ◎ 46,203 

私立幼稚園施設整備費補助  20,818 

花岡公民館施設改修 ◎ 6,000 

ソ

フ

ト

事

業 

SNS活用 ♥ 144 

国土強靭化地域計画策定 ◎ 7,500 

防災士派遣 ◎ 220 

地域防災計画改定 ◎ 4,000 

県総合防災訓練負担金 ◎ 268 

交通系 IC カード整備費負担金  316 

移住支援事業補助金 ♥ 4,600 

プロジェクト型課題解決研究事業負担金 ♥ 200 

大学等開設補助金 ♥ 40,000 

航空写真図更新  9,548 
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ソ

フ

ト

事

業 

国勢調査  22,750 

第四次ふくしプランくだまつ策定 ◎ 689 

女性活躍支援  688 

子育てのための施設等利用給付補助  50,717 

英語版分別アプリ製作  957 

下松赤谷土地改良区支援  2,100 

森林経営管理  3,450 

栽培漁業センター管理運営  167,000 

ものづくりのまち推進シンポジウム ♥ 3,200 

栽培漁業センター施設案内 ♥ 7,500 

下松市観光協会交付金 ♥ 15,000 

NET119 緊急通報システム ◎ 1,537 

部活動指導員 ◎ 332 

社会教育施設長寿命化 ◎ 7,000 

歴史資料作成 ♥ 1,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 23 - 

参 考 

 

 

（注）国民健康保険基金、介護給付費準備基金を除く。 

減債基金は、市場公募地方債の満期一括償還に係る積立分を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基金積立金の推移＞ 
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（注）国民宿舎特別会計は、市場公募地方債の額を含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地方債の推移＞ 


